
 ― 177 ―

Library and Information Science No. 64 2010, p. 177–192.

短　報

短期大学図書館における情報探索行動の実験的検討

An Experimental Study of  the Information Search Process at a College Library
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 Junko TANEICHI Hitoshi TERAI Hiroshi ITSUMURA

Résumé

Purpose: This study empirically analyzes how users access information resources and evaluate and use infor-

mation, in the information environment of  a college library where physical information resources and digital 

information resources are mixed. In searching such resources, it is important to clarify the conditions that affect 

the search performance. We focus on whether clarifying the conditions before searching influences the search 

behavior or not.

Methods: We conducted a search experiment with 44 college students and empirically examined their process-

es of  searching electronic and physical information resources within the library. In this experiment, the subjects 

were divided into two groups: one was assigned the task of  investigating “keywords” and “information re-

sources” as search conditions before searching, and the other was not. We examined the following two aspects: 

1） behavioral characteristics and patterns of  using information resources, and 2） differences in behavior be-

tween the two groups. To facilitate the analysis, we compared the results with those of  past studies on informa-

tion searching behavior.

Results: A comparison of  the behavior between the two groups revealed that clarifying “keywords” before-

hand affects the searching behavior. The group assigned the task of  investigating keywords executed searches 

using more keywords and accessed more web pages in the same amount of  time, compared with the group not 

assigned the task. As for the behavior of  using information resources, a bias toward using either digital infor-

mation resources or physical information resources was observed, and some regular patterns in behavior of  

changing the search target were found.
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I. は じ め に

A. 研究の背景

Webが日常的に使用される情報源として浸透

した今日，インターネット上のWeb情報源は増

大の一途をたどっている 1）。Webは，今や学生を

中心とする利用者の第一の情報源となり，情報源

としてのWebは，利用者の情報行動にさまざま

な影響を与えている。特別な知識や技術をもたな

くとも，膨大な情報に直接アクセスできるWeb

の情報環境は，人々の多様な情報ニーズを迅速に

満たす一方で，情報の「質」や「信頼性」の評価

といった課題も提示している 2），3）。

近年の図書館では，従来からの図書や雑誌の

閲覧，貸出といった物理的サービスとともに，

OPAC，データベース，電子ジャーナル，Web等

を用いた電子的サービスを提供している。図書館

の利用者は，サーチエンジンを用いてWebの情

報を検索したり，図書や雑誌を手にとって閲覧し

たりと，量的・質的に異なる情報源を用いた情報

探索を行っている。しかし，電子図書館的機能と

従来の図書館機能が混在する図書館では，提供さ

れるサービスのインタフェースが増えて複雑とな

り，利用者に混乱を生じさせる場合もある。筆者

らの調査では，利用者は，OPACを Googleのよう

に検索できないことに戸惑い，OPACを用いた主

題検索に困難さを感じていることが示されてい

る 4）。情報検索に関する一定の知識や関心をもた

ない一般の学生たちにとって，情報源により異な

る検索システムを用いて求める情報を探し出す過

程には，困難さが伴うと予想される。またそれ

は，レポートの課題に指定された特定の文献を探

すような探索条件が明確な場合でなく，探索を通

して目的が明確化していく場合には一層強まると

考えられる。

本論の調査対象となる短期大学（以下，短大）

図書館では，利用者の情報ニーズは，研究志向の

大学図書館等に見られるものとはやや異なる。学

生の多くは，幼児教育や福祉の専門職を志してお

り，学術情報よりも実際の現場で役立つ日常的な

知識や情報を求める傾向が強い。たとえば，児童

養護施設の実習で家族の問題を抱えた子どもに出

会った学生が，実習生としていかに児童と接する

べきかを考え，役立つ資料や情報を求めて図書館

を訪れる。この段階での探索目標は曖昧であり，

探したい情報を検索するための条件を明確に表現

できない状態にある。そこでは，「探したい情報

がどこにあるかわからない」という問題とは別

に，「どのような情報を探せばよいかわからない」

という問題が生じる。

はじめにI. 

研究の背景A. 

情報源の特質が情報行動に及ぼす影響B. 

研究の目的C. 

実験の概要II. 

実験の検証点A. 

実験の方法B. 

実験結果III. 

先行研究との比較A. 

「キーワード」及び「情報源」の明確化条件の差による行動比較B. 

情報源の利用パターンC. 

考察IV. 

探索条件の意識化が探索行動に及ぼす影響A. 

電子的・物理的情報源の利用パターンB. 

まとめV. 



Library and Information Science No. 64 2010

 ― 179 ―

利用者の情報探索を支援するツールの一つにパ

スファインダーがある。パスファインダーは，特

定の主題に関し一定の評価を得た情報源を用い

て，情報探索の道筋を示すものであり，利用者の

情報探索を外的に支援するツールとして注目され

る。一般に小規模で，学科目の構成に特化した蔵

書構成をもつ短期大学図書館では，導入しやすい

ナビゲーションツールである。しかし，従来のパ

スファインダーは，探索の道筋を一方向に示すも

のであり，利用者のダイナミックな情報探索過程

をいかに具体化していくかという発想で設計され

たものではない。

日常的な探索行動は，そもそも対象自体が不明

確で，探索を通して目的を含めて明確化していく

ものもある。探索行動を方向付ける要因として

は，1）どのような関連情報を必要としているか

という情報ニーズに対する明確さ，2）どこで関

連情報が得られるかという情報源に対する明確

さ，の 2つを分けて考える必要がある。また，今

後の情報検索システムや情報探索支援ツールの設

計および構築は，このような利用者の実際の探索

過程を踏まえて行う必要がある。

B. 情報源の特質が情報行動に及ぼす影響

電子的情報源・物理的情報源といった情報源

の特質の違いが，利用者の情報行動に影響を及

ぼすことを，近年の研究は明らかにしている。

Christiansonら（2005）5）は，ルイジアナ州立大学

において，電子版と印刷版の図書のペア 2,852冊

を対象に，それぞれの図書の電子版，印刷版につ

いて 1カ月間の利用状況を調査している。その結

果，印刷版では利用の多い図書であっても電子版

が多く利用されるとは限らないこと，電子版は利

用総数では少ないが，利用されるタイトルの 1冊

あたりの利用数は印刷版を上回ることを示してい

る。また，哲学，心理学，宗教の分野では印刷版

の利用が多く，書誌学，図書館学，情報学の分野

では電子版の利用が多いなど，分野によって利用

パターンに差異が認められた。これらは，電子的

情報源が単純な物理的情報源の代替ではないこと

を示している。

Liu（2005）6）は，電子的情報源が人々の「読む」

行為をいかに変化させたかについて，エンジニ

ア，科学者，会計士，教師，大学院生を対象に質

問紙調査を行い検討した。113名から得たデータ

を分析した結果，ブラウジングや拾い読みを含め

た「読む」行為に費やされる時間は増加したが，

一回限りの読みや選択的な読みが増加し，注目を

持続させる「深い読み」の行為は減少する傾向に

あることを示している。

Royら（2003）7）は，中学生を対象に，「蚊はど

のようにして餌を見つけるか」について資料を集

めレポートを書くという課題を与え，情報探索の

過程とその後の知識変化について，図書とWeb 

を使用した場合の比較を行っている。その結果，

Webは図書に比べて主題知識を増加させる一方

で，図書はWebに比べて関連知識を増加させる

ことを明らかにした。

以上のように，図書やWeb，OPACといった個

別の情報源を対象とした情報探索行動に関する研

究は数多く行われている。しかし，利用者が電子

的情報源と物理的情報源をいかに利用しているか

について，実証的に検討した研究はまだ少ない。

これらのデータを蓄積していくことは重要な課題

であり，効果的な情報サービスや情報源利用教育

法を構想する上での基礎資料ともなる。

C. 研究の目的

本研究では，以上の背景のもと，電子的情報源

と物理的情報源が混在した短期大学図書館の日常

的な情報環境において，利用者が実際どのように

情報源にアクセスし，情報を評価し，利用してい

るかについて，実証的な観点から分析を行うこと

を目的とする。本論では，情報探索に影響を及ぼ

すと考えられる情報ニーズおよび情報源の明確さ

の影響について，要因統制による実験的な検討を

行う。実験では，事前に探索条件を明確にした場

合と，しなかった場合の行動を比較する。探索条

件としては，「キーワード」（どのような関連情報

を必要としているか）と「情報源」（どこで関連

情報が得られるか）の 2つの要因を設定し，情報

探索行動に与える影響を検討する。
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II. 実験の概要

A. 実験の検証点

図書館内における電子的・物理的情報源を対象

に，以下の 2点を検証した。

1）情報源利用行動の特徴とパターン

2）探索条件（キーワード，情報源）の明確化

が情報探索行動に与える影響

分析に際し，筆者らの先行研究における情報探

索行動調査から，短期大学生 8名による調査（以

下，2003年調査という）4），四年制大学生 12名に

よる調査（以下，2005年調査という）8）との比較

を用いて分析の一助とした。

B. 実験の方法

1. 被験者

本実験では，幼児教育を専攻する短期大学 1年

生および 2年生の 44名を被験者とした。

実験は，「キーワード」の明確化要因 2水準

（あり 11名／なし 11名），「情報源」の明確化要

因 2水準（あり 11名／なし 11名）の 2要因被

験者間計画で行われた（第 1表）。「キーワード」

の明確化要因は，情報探索に先立ち，「キーワー

ド」を書き出し明確にするか（「キーワード」の

明確化あり），それをせずに直に情報探索を行わ

せるか（「キーワード」の明確化なし）の違いで

ある一方，「情報源」の明確化要因は，情報探索

に先立ち，探索すべき「情報源」を書き出し明確

にするか（「情報源」の明確化あり），それをせず

に直に情報探索を行わせるか（「情報源」の明確

化なし）の違いである。なお，「キーワード」お

よび「情報源」の明確化を共に行わない条件が，

統制条件に相当する。これは，主題に関連した

「キーワード」と，情報探索の対象となる「情報

源」に関する事前課題を行うことにより，探索前

に「キーワード」と「情報源」を明確に意識させ

ることが，被験者の情報探索行動にどのような影

響を与えるかを検討するためであった。なお，被

験者には，実験参加の謝礼として 2,000円を実験

終了後に支払った。

2. 課題

被験者に「英語の早期教育に関する議論を整理

し，1500字以内のレポートにまとめよ」という

課題を与えた。

「英語の早期教育」という課題は，幼児教育を

専攻する短期大学生にとって関心が高く身近な問

題であり，その議論では肯定派と否定派に意見が

分かれ，定説といえるものが確立されていない。

さまざまな観点からの情報収集を行う必要がある

状況において，被験者がどのように探索目標を設

定し，収集した情報をもとにどのように結論を導

くのか，そのダイナミックな情報探索過程を検証

できると考えた。なお，実験開始時には最終的に

レポートを書いてもらうように指示しているが，

実際にはレポート作成は行わず，被験者には実験

終了時にその旨を知らせた。

3. 手順

実験は，2007年 7月 2日～ 2007年 7月 24日に

A短期大学図書館内で実施された。実験の流れを

第 1図に示す。被験者に対し，本課題に入る前に

事前課題として，実験条件ごとに，a．キーワード

（検索に役立つ語）と b．情報源（役に立つ情報が

含まれるWebサイトや図書）を想定し，回答用

紙に記述するように指示した（10分）。その後，

ヘッドセット式カメラを装着した状態で，Web，

OPAC，図書を自由に使い，課題に取り組むよう

に指示した（40分）。また収集した情報は，Web

ページにブックマーク，図書に付箋を付すように

求めた。本課題の後，レポート課題（10分）と

インタビュー（10分）が行われた。なお，調査

に用いた OPACでは目次データからの検索も可能

となっている。

第 1表　被験者のグループ分け

事前課題：情報源

あり なし

事前課題：キーワード あり 11 11

なし 11 11
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4. データの収集

収集されたデータは，1）画面の操作履歴，2）

ヘッドカメラによる物理的な探索過程のビデオ映

像，3）Webページのブックマークと図書に貼り

付けられた付箋紙，4）課題遂行中の発話であっ

た。実験時の被験者の様子を第 2図に示す。被

験者の左耳付近にヘッドセット式の小型ビデオ

カメラが取り付けられており，映像は，腰にベ

ルトで固定されたレコーダーによって録画され

た。また，Webの探索および OPACの検索は，実

験者が用意したノート PCを利用し，自由に行う

こととした。課題遂行中のコンピュータ操作は，

Camtasia Studio 4.0を用いて，コンピュータ画面

のキャプチャ映像として記録した。

5. 分析方法

行動の分類とタグ付けには寺井 9）を参考にし

た。行動の対象は，電子的情報源である「Web」

及び「OPAC」，物理的情報源である「図書」，及

び「その他」である。「Web」に対する行動は，

サーチエンジン等を用いた情報検索（例： Google

のキーワード検索），検索結果の確認（例：検索

結果一覧をブラウズする），検索結果から興味を

もったページを開く等の行動，ブックマークに保

存する行動に分類した。「OPAC」に対する行動も

「Web」と同様に分類した。「図書」に対する行動

は，書架をブラウズし，実際に図書を手に取って

読む行動，資料として用いるために図書のページ

に付箋紙を貼る行動（これもブックマークと表記

した）からなる。書架までの移動等は「その他」

に対する行動として分類した。

被験者のヘッドセット式カメラの映像およびコ

ンピュータの操作記録の映像をもとに，被験者の

行動に対して，行動が開始された時間とともに適

合するタグを与えて基本行動（例：検索を実行す

る，ページを閲覧する，ブックマークを付す）の

コーディングを行った。分析は，データに不備の

あった 4名分を除き，40名分のデータを書き起

こしたトランスクリプションを作成して行った

（第 3図）。

分析対象とした行動データを第 2表に示す。こ

こでは，Web，OPAC，図書を利用している際の

基本行動および行動の詳細（例：検索に用いられ

たキーワード，閲覧されたページのタイトル）を

分析対象とした。また，ヘッドカメラ映像から

観察された行動，探索過程および実験後インタ

ビューの発話データをもとに，被験者が情報源や

検索結果をどのように評価していたか，外界から

どのような情報を取得した結果，次の行動に移行

したか等について，質的な検討を行った。

III. 実 験 結 果

実験により得られた被験者の行動データを中心

に，1）先行研究との比較から見た検索行動の特

徴と傾向，2）「キーワード」および「情報源」の

第 1図 実験の流れ
第 2図　データ収集の様子
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第 3図　分析に用いたトランスクリプション
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明確化条件の差による行動比較，3）情報源利用

パターン，の 3点について結果を述べる。

A. 先行研究との比較

実験結果から得られた検索行動の全体的な傾向

を把握するために，2003年調査および 2005年調

査の結果との比較を行った。

1. 検索行動の特徴

検索時間 1分あたりの行動結果を第 3表に示

す。サーチエンジンを用いたWeb検索におい

て，Webページ閲覧数は，2003年調査では 1分

あたり 0.97ページだったものが 1.49ページに，

検索ステップ数は，2003年調査では 1分あたり

2.83回だったものが 3.30回と，それぞれ増えてい

る。OPAC検索においても，書誌詳細ページ閲覧

数は 2003年調査では 1分あたり 0.60ページだっ

たものが 1.21ページに，検索ステップ数は，2003

年調査で 1分あたり 2.35回だったものが 4.26回

と，それぞれ増えている。それに対し，Web，

OPACの 1分あたりの検索実行回数に大きな変化

は見られない。

次に，検索セッション 1回あたりの行動結果を

第 4表に示す。Web検索では，2003年調査では

1セッションあたりの検索時間が 2分 30秒だっ

たものが 4分 49秒と長くなっている。これに対

し，OPAC検索では，2003年調査で 1セッション

あたりの検索時間が 1分 24秒だったものが 50秒

と短くなっている。Webページ閲覧数では，2003

年調査で 1セッションあたり 2.30ページだった

ものが 6.19ページに，Webの検索ステップ数で

は，2003年調査で 1セッションあたり 6.42回だっ

たものが 12.96回と，それぞれ 2倍以上増えてい

る。また，OPACの書誌詳細ページ閲覧数でも，

2003年調査で 1セッションあたり 0.80ページ

だったものが 1.29ページに，OPACの検索ステッ

第 2表　分析対象とした行動データ

対象 基本行動 行動の詳細

Web 検索 検索に用いたキーワード

（各基本行動の中
で観察された）　
行動　
発話

検索結果ページ閲覧 ヒット件数，閲覧中ページの番号

詳細ページ閲覧 閲覧中ページのタイトル

ブックマーク ブックマークしたページのタイトル

OPAC 検索 検索に用いたキーワード

検索結果ページ閲覧 ヒット件数，閲覧中ページの番号

詳細ページ閲覧 閲覧中ページの図書タイトル

図書 書架のブラウズ ―

図書のブラウズ 閲覧中図書のタイトル

ブックマーク 付箋を付けた図書のタイトル

その他 移動 ―

第 3表 検索時間 1分あたりの行動

2007年調査（n＝44） 2003年調査（n＝8）

行動 平均値 最大値 中央値 平均値

Web ページ閲覧数 1.49 2.90 1.42 0.97

検索ステップ数 3.30 6.09 2.99 2.83

検索実行回数 0.36 0.97 0.31 0.44

OPAC ページ閲覧数 1.21 4.12 1.21 0.60

検索ステップ数 4.26 8.93 4.87 2.35

検索実行回数 0.99 2.32 1.03 0.83
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プ数も，2003年調査で 1セッションあたり 2.83

回だったものが 4.15回と増えている。

以上の結果から，課題や被験者数に違いがあり

単純な比較はできないが，2003年調査時点と比

較して，Webにおいても OPACにおいても利用者

の検索行動はより速くなり，一定時間ではより多

くの情報をフィルタリングする行動が示されてい

る。

2. 情報源の利用傾向

Webの探索において，収集されたWebページ

の 92%（171件中 159件）は，サーチエンジンの

検索結果の最初ないしは次のページより収集され

たものであった（第 5表）。検索課題が異なるた

め単純な比較はできないが，2005年調査では，

検索結果の最初ないしは次のページより収集され

たWebページの割合は 98%であった。結果上位

から情報を収集する傾向に変化は見られなかっ

た。

第 6表には，ブックマーク数の多かった順に上

位 15位までのWebページを示した。2005年調査

では，被験者が収集したページをWeb Credibility 

Projectによる「Webの信頼性のためのガイド

ライン」10）を使用し検証している。その結果，

62.5%（48件中 30件）はガイドラインの 10項目

中 7項目以上の条件を満たし，複数の被験者が収

集したページには外務省，大使館，WHO（世界

保健機構）等，公的機関によるページが目立っ

た。本実験では，ブックマーク数の多い順，上位

15位中に，ブログや日記サイトが複数選ばれて

おり，ブログのコンテンツに対する関心の高さを

示す結果となった（第 6表）。その一方で，課題

解決中の被験者の発話には，“ブログではあんま

りなぁ”“薄すぎるな，信憑性”というように，

ブログの情報の信頼性に言及し，発信者の匿名性

から採用すべきでないと判断した例もある。ブロ

グの作成ツールを用いて，誰もが簡単にブログ

を開設できるようになり，大量の記事が日々Web

上に追加される。ブログの普及とサーチエンジン

による容易な検索は，利用者の情報源利用行動に

影響を与えていると考えられる。

B. 「キーワード」および「情報源」の明確化条

件の差による行動比較

1. 情報源の利用行動

情報探索過程における，情報源（Web，OPAC，

図書）の利用率を分析した結果を第 4図に示す。

横軸をキーワードおよび情報源の明確化条件の有

無とし，条件ごとに，Web，OPAC，図書の利用

率が示されている。Webは，例外なく被験者全員

第 4表 検索時間 1分あたりの行動

2007年調査（n＝44） 2003年調査（n＝8）

行動 平均値 最大値 中央値 平均値

Web 検索時間（分） 4.81 23.27 3.20 2.50

ページ閲覧数 6.19 18.00 4.47 2.30

検索ステップ数 12.96 42.00 10.42 6.42

OPAC 検索時間（分） 0.84 1.93 0.78 1.40

ページ閲覧数 1.29 6.00 1.00 0.80

検索ステップ数 4.15 13.00 3.73 2.83

第 5表  ブックマークされたWebページの結果ペー
ジ数

n＝171件

結果ページ数 ブックマーク数 割合（%）

1ページ 140 81.87

2ページ 19 11.11

3ページ 5 2.92

4ページ 4 2.34

5ページ 2 1.17

6ページ 1 0.58

7ページ以降 0 0.00

171 100.00
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に利用されている。これに対し，OPACと図書の

利用率は 7割程度で同一であった。OPACおよび

図書の利用の有無について，χ2検定を行った結

果，OPACの利用において実験条件間で有意な差

は認められなかった（χ2（3）＝2.588, p＝0.6327）。

また，図書の利用においても同様に，実験条

件間で有意な差は認められなかった（χ2（3）＝
2.588, p＝0.6327）。また，8割以上の被験者（40名

中 34名）はWeb，OPACおよび図書を併用して

おり，Webのみを利用した被験者は 6名のみで

あった。

2. 収集された情報

収集された情報の量（Webのブックマーク数，

図書の付箋数）を分析した結果を第 5図に示す。

2要因分散分析を行った結果，条件間に有意な差

は見られなかった。また，被験者が収集した情報

源や検索結果をどのように評価していたかについ

第 6表 収集されたWebページ（上位 15件）
n＝171件

順位 ページ名 サイト名 公開者名

検索結果

掲載

ページ数

ブック

マーク

数

ブックマーク

した被験者の

割合（%）

1 英語の早期教育 ECCジュニアキャナルタウン教室 同左 1 15 37.5

1 英語教育―Wikipedia メインページ―Wikipedia Wikipedia 1 13 32.5

3 早期英語教育が効果なし Chosun Online　朝鮮日報 朝鮮日報 1 8 20.0

4
早期教育のメリット：英語の早

期教育
不明 1 7 17.5

5
教育ママじゃダメ？英語の早期

教育は
So-net blog教育ママじゃダメ？ 匿名個人 1 6 15.0

5
純粋に楽しめる―おかあさんと

いっしょに英語学習
おかあさんといっしょに英語学習 匿名個人 1 6 15.0

5
英語の授業アレコレ早期英語教

育について
こだわりの家／英語の授業 匿名個人 1 6 15.0

5 早期教育を考える
小学校受験と幼児教室の情報は

「エスポワール」
エスポワール 1 6 15.0

9

「早期」効果　識者に両論　

教育ルネサンス 教育　

YOMIURI ONLINE（読売新聞）

YOMIURI ONLINE 読売新聞 1 5 12.5

9 早期英語教育の是非 関西学院大学総合政策学部 Jゼミ 同左 1 5 12.5

9 子育ての悩み Q＆ A 小学館 OYAKOほっとネット 小学館 1 5 12.5

9 （PDF）早期教育について CiNii NII 1 5 10.0

13 双子日記　英語の早期教育 双子日記 匿名個人 1 4 10.0

13
目的は 1つ　健全な早期教育の

ための心得
All About All About 1 4 7.5

15
季刊子ども学 11　特集・早期

教育と子ども 
Child Research Net Child Research Net 1 3 7.5

15

幼児？小学校？早期英語教育は

イイコトか―ケイティクス・

ドットコム

英語，英会話，マーケティング，

海外ビジネス情報とビジネスス

キル―ケイティクスドットコム

ケイティクス 1 3 7.5

15 早期教育について～総合見解 玄関 匿名個人 1 3 7.5

15 早期英語教育 子供の早期英語教育 不明 1 3 7.5

15
初等中等教育における国際教育

推進検討会報告 ［1］
文部科学省ホームページ 文部科学省 1 3 7.5
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て，ヘッドカメラ映像から観察された行動，探索

過程および事後インタビューの発話データをもと

に検討した結果からも，条件間の明確な違いは確

認されなかった。

収集された情報（Webページ，図書）のうち，

1人の被験者のみが収集したタイトルの割合は，

Webでは 27.5%（ブックマーク総数 171件中 47

件），図書では 15.9%（収集図書総数 63冊中 10

冊），図書のレファレンスブックの利用は 1.6%

（収集図書総数 63冊中 1冊）であった。収集され

たWebページの 7割以上，図書の 8割以上に複

数の利用が重なったことを示す。図書に関して

は，調査対象の図書館の蔵書数が約 5万冊と小規

模である点を考慮する必要があるが，Webの膨

大な情報量に対し，実際に収集された情報源のバ

リエーションは乏しい結果となった。

3. 情報探索の過程

検索時間 1分あたりの行動生起頻度を比較した

結果を第 7表に示す。これは，サーチエンジン

によるWeb検索，OPAC検索におけるページ閲覧

数，検索ステップ数，検索実行数の各群の平均と

標準偏差を示している。2要因の分散分析を行っ

た結果，Webのページ閲覧数において，キーワー

ドの主効果が認められた（p＜ .05）。また，Web

の検索ステップ数と検索実行数，OPACの検索実

行数において，キーワードの主効果に有意傾向

が示された（p＜ .10）。キーワードの事前課題を

行った群は，行わなかった群に比べて，同じ時間

により多くのキーワードを設定して実行し，Web

に関してはより多くのページを閲覧したことが示

されている。

第 4図 情報源の利用率

第 5図 収集された情報量
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C. 情報源の利用パターン

第 8表は，被験者に利用された情報源と探索の

順序のパターンとその割合を示したものである。

表中の「W」はWeb，「O」は OPAC，「B」は図書

（書架の探索を含む）を利用したことを示してい

る。「情報源の変更数」とは，探索する情報源を

変更した回数を示す。たとえば，Webを探索し

た後，OPAC検索に移行し，OPACの検索結果か

ら書架探索に入った場合は，「W→ O→ B」と示

され，変更数は 2回となる。

Webのみを探索した例は 6件（15.0%）であっ

た。探索の順序では，Webから探索を開始する

例が 40件中 30件（75.0%）と，OPACから探索

を開始する例の 10件（25.0%）を大きく上回って

いる。また，情報源の変更数について，キーワー

ドと情報源の明確化条件の有無による 4条件間で

2要因の分散分析を行った結果では，条件間に有

意な差は見られなかった。

これらの結果を受け，条件間の比較を離れ，全

体的な傾向について検討を行う。以下では，情報

源を変更する行動のパターンと，情報源の変更が

どのような状況で起こるかについて，探索過程で

観察された行動と発話，実験後のインタビューの

発話をもとに，質的検討を行った。

第 9表は，被験者の事例をもとに，情報源の変

更がどのような場面で起きたかをまとめたもので

ある。表中の「（ある程度の）情報取得」とは，

Webページを閲覧し，目に付いたページにブック

マークを付した後，OPAC検索に移行するなど，

一つの情報源である程度の情報を得られた結果，

別の情報源（例： OPAC）に変更するパターンを

示す。

「転換」は，OPAC検索で何も検索されないこ

とが続き，Web探索に切り替える行動など，現在

第 7表 検索時間 1分あたりの行動生起頻度

キーワード課題 あり なし 分散分析

情報源課題 あり なし あり なし F（3, 36）

1分あたりの行動 M SD M SD M SD M SD キーワード 情報源 交互作用

Webページ閲覧数 1.73 0.66 1.58 0.39 1.43 0.5 1.21 0.36 4.72 1.49 0.05

Web検索ステップ数 3.71 1.53 3.62 1.07 3.2 1.45 2.65 0.72 3.58 0.65 0.34

Web検索実行数 0.44 0.18 0.41 0.3 0.33 0.26 0.25 0.24 3.03 0.55 0.07

OPACページ閲覧数 1.4 0.36 1.03 0.53 1.22 1.27 1.21 0.86 0.00 0.51 0.48

OPAC検索ステップ数 5.29 1.15 4.24 1.74 3.7 2.94 3.8 2.24 2.29 0.50 0.73

OPAC検索実行数 1.17 0.43 1.16 0.63 0.74 0.56 0.91 0.66 3.62 0.20 0.24

第 8表 利用された情報源と探索の順序

情報源の
変更数

利用された情報源と探索の順序
W：Web，O： OPAC，B：図書

件数
（被験者数）

割合
（%）

0 W 6 15.00

1 WO 1 2.50

2 WOB　WOW 3 7.50

3 WOBW　WOWB　OBOW　OWBW 7 17.50

4 WOBOB　WOWOB　OBOBW　OBWBW 7 17.50

5 WBWOWB 1 2.50

6 WOBOBOB　WOBOBOW　OBOBOBW　OWBOWBW　OWOBWOW 5 12.50

7 OBOBOWBW 1 2.50

8 WOBOBOBOB　WOBOBOWBW　WOWBOBOBW 3 7.50

9 WOWBWBWBWB　WOWOBOBOWO　OBWBWBWOBW 3 7.50

11 WOBOBOBOBOBW　WOBOBOWBWOBW　WOWBWBWBWBWB 3 7.50

計 40 100.00
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の状況から転換をはかるために情報源を変更する

パターンである。「添加・補足・解説」は，一つ

の情報源で不足する情報を，別の情報源で補足す

る，より詳しい解説を求めて情報源を変更する等

のパターンである。「参照・対比」は，一つの情

報源で得た情報を，別の情報源で確認する，異な

る情報源による記事を比較する等の行動を示す。

「所在不明」は，図書を書架へ探しに行ったが見

つからず，諦めてWeb探索に切り替えるなど，

情報の所在不明が原因となって，別の情報源に変

更するパターンを示す。

最も多く見られたのは「（ある程度の）情報

取得」で，被験者の 80.0%（40名中 32名）に

観察された。まずWebから探索を開始し，検

索結果からページを閲覧して 5～ 6件にブック

マークを付した後，OPAC検索に移るパターン

（Web→ OPAC）が目立った。次いで，「転換」の

パターンが多く，47.5%（40名中 19名）に観察

された。

実験後のインタビューでは，被験者の多くが，

探索対象をWebから図書に変更した理由とし

て，量的・質的にばらつきのあるWeb情報源に

対する評価の難しさをあげている。“さまざまな

情報，賛否両論，意見が飛びかっていて論点み

たいなものがつかめなかった”“いろいろ意見が

ありすぎてどれを見ていいかわからなかった”等

の発話例に示される。ブログに関心を示した例も

多い。課題の影響も考えられるが，“ブログとか

なんかこう科学的じゃないのが多かった”“薄す

ぎるな，信憑性”など，情報源の評価の問題に関

する発話が目立つ一方で，“ブログの実体験なん

かも参考になった”“ブログの体験談は説得力が

あった”と，情報源としての有効性に言及する発

話もあった。

「対比」のパターンは 15.0%（40名中 6名）の

被験者に，また「添加・補足・解説」は 10.0%

（40名中 4名）の被験者に観察された。「対比」

では，手元に開いた図書のページと画面のWeb

ページを交互に閲覧して見比べるような行動が複

数観察されている。「添加・補足・解説」では，

図書閲覧中に目に付いた語の解説を求めて Yahoo

を検索した例や，OPAC検索でヒットした書誌情

報を Googleや Amazonで検索し直し，より詳し

い情報を得ようとする例が見られた。「所在不明」

のパターンも 15.0%（40名中 6名）ある。OPAC

検索では，検索結果を見て書誌情報をメモし，書

架でブラウズしたが見つからず，諦めてWebの

探索に切り替えた例，文庫・新書として別置され

第 9表 情報源の変更パターン

状況
情報源の

変更パターン
観察された事例

（ある程度の）
情報取得

Web→ OPAC Webページを閲覧し，何件かブックマークした後，図書を探す

OPAC→Web OPACを検索し，図書を何冊かメモした後，Webを探す

図書→Web 図書を閲覧し，ページに付箋を貼り付けた後，Webを探す

転換

Web→ OPAC Webに求める情報が見つからず，OPACを探す 

OPAC→Web OPACでヒットがないため，Webを探す

図書→Web 図書に求める情報が見つからず，Web探索に切り替える

添加・補足・解説

Web→ OPAC Webページ閲覧中に目についたキーワードを用いて OPAC検索を行う

図書→Web 図書閲覧中に目についたキーワードを用いてWeb検索を行う

OPAC→Web OPACでヒットした図書を Amazonで検索し，レビューを読む

参照・対比
Web→図書 「小学校の英語教育の是非」に関する記述を比較する

図書→Web 「小学校の英語教育の是非」に関する記述を比較する

所在不明

OPAC→Web OPACの結果の見方がわからず，諦めてWebを探す

図書→Web 書架に図書が見つからず，諦めてWebを探す

図書→ OPAC 書架に図書が見つからず，OPACの画面を再確認する
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ていた図書の所在がわからず，OPACの画面を再

確認するために端末に戻った例などが確認されて

いる。

第 9表は，Webのみを探索し，情報源を一度

も変更しなかった 6例を始め，情報源をほとんど

変更しない被験者と，情報源を頻繁に変更する被

験者の例を示している。変更数が少ない例では，

GoogleによるWeb検索から，検索結果の評価，

情報取得（ブックマーク）の段階を一通り終えた

後，OPAC検索に移行するというように，一方向

の探索が行われるのに対し，情報源の変更数が多

い事例では，OPAC検索画面でコピーした図書の

タイトルを Googleの検索ボックスに貼り付けて

検索実行し，Amazonのサイトで読者レビューを

確認し，また OPAC検索に戻るなど，複数の情報

源間を行ったり来たりする行動が見られた。

第 6図は，情報源を頻繁に変更した被験者の事

例である。Webの探索と図書の探索を何度も切

り替える場面では，ブックマークしたWebペー

ジの記述と，OPACで検索した図書の「小学校の

英語教育の是非」に関する記述を対比しながら読

む行動が見られた。そこには，複数の情報源間を

行ったり来たりするダイナミックな探索過程が示

されている。

IV. 考　　　察

A. 探索条件の意識化が探索行動に及ぼす影響

実験後のインタビューでは，事前課題を行わな

かった統制群を除き，探索前にキーワード（検索

に役立つ語）と情報源（役に立つ情報が含まれ

るWebサイトや図書）のリストを作成した事前

課題について，被験者自身の評価を聞いている。

76.6%（30名中 23名）の被験者が事前課題を難

しかったとしながらも，“事前課題で作成したリ

ストは探索に役立ったか”という質問に対して

は，被験者全員（30名中 30名）が“役に立った”

と回答している。

実際の行動においても，探索前にキーワードを

明確に意識化させる行為は，より活発な情報収集

活動を促した。キーワードの事前課題を行った群

は，同じ時間により多くのキーワードを用いて検

索を行い，より多くのページを閲覧した。探索の

初期条件を設定しておくことにより，探索過程で

予想と異なる結果が出てきた場合に，既出条件が

基準となって内容の吟味や比較を行いやすくな

り，関連する新しい条件（キーワード等）を追加

する行動も活発になったと考えられる。

また課題の「英語の早期教育」に関しては，

Web上に，専門家，教育関係者から一般の主婦等

の個人，英会話教室等の商用サイトまで，さまざ

まな立場から賛否両論の意見が発信されていた。

そのため，サーチエンジンにより容易に大量の検

索結果は得られても，結果の評価の段階で，どの

ような観点で選ぶべきかわからない等の問題が生

じる。実験後のインタビューでは，“（Webのペー

ジを）いろいろ読んでいるうちに何を調べていた

かわからなくなって……，そういうときこの用紙

（事前課題で作成したリスト）を見ました”等の

第 6図 情報源を頻繁に変更して検索する事例
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発話例がある。探索過程で利用者の情報ニーズに

混乱が生じた場合，初期の探索条件を確認するこ

とにより，あらかじめもっていた情報ニーズが意

識化され，探索の軌道修正が行われると考えられ

る。

収集された情報源について検討した結果から

は，事前課題を行った群と行わなかった群との条

件間に有意な差は見られなかった。収集された

Webページの 7割以上，図書の 8割以上は，複数

の被験者から収集されるなど，情報源利用に偏り

が見られた。そこには，情報の網羅性やバリエー

ションに対する関心の薄さが表れている。

キーワードの事前課題を行った群は，より活発

な情報収集を行いながら，実際に収集された情報

の量や質において，事前課題を行わなかった群と

の明確な差異は認められなかった。検索に用いた

キーワードにバリエーションはあっても，同一の

情報源の利用に偏った要因には，順位付けアルゴ

リズム等，サーチエンジンの検索システムの特質

が及ぼす影響が考えられる。適切な情報源への利

用者アクセスを支援するシステムや支援ツールの

必要性，また利用者自身が注意深く賢明な判断を

行うための情報源利用教育の課題が示されてい

る。

B. 電子的・物理的情報源の利用パターン

情報源の利用傾向について，被験者の 8割以上

はWeb，OPACおよび図書を併用しており，探索

の順序では，Webから探索を開始した被験者が 7

割以上であった。実験後のインタビューで確認し

たところでは，普段からWebと図書の情報源を

意識して使い分けていると答えた被験者は 32.5%

（40名中 13名）と少ないが，“漠然としたときは

まずインターネットで調べて，だいたいつかめて

きたら本も使います”という発話が示すように，

まず課題の概要を大まかに把握しようとWebか

ら探索を開始する例が多かったと考えられる。

第 9表は，複数の情報源を利用できる環境にお

いて，利用者がどのような状況で探索対象を変更

するかを，観察事例をもとに示したものである。

被験者の 8割は，Webから探索を開始し，検索

結果のページを閲覧し，5～ 6件にブックマーク

を付した後，OPACの検索に移行している。内容

を吟味するというよりも，とりあえず目に付いた

ページに印を付ける行動であり，ある程度の情報

を収集したところで探索対象を図書に変更する行

動が典型であった。課題の知識が少なくとも，

サーチエンジンにより多様な検索結果を容易に得

られるWebは，利用者自身が理解しやすい情報

を得る上では有効な情報源である。課題に対し不

安感を示した被験者も，自身が理解できる範囲で

情報を得られるという一種の安心を得て，探索対

象を広げて詳細に調べたり，別の観点からの探索

を試みたりと，次のステップに入る行動をとった

と推測される。

「添加・補足・解説」「参照・対比」のパターン

は，探索結果の評価，判断を行う過程で，利用者

がどのような情報ニーズをもつかを示している。

一つの情報源で得られた情報に対し別の情報源で

内容を確認したり補足したりする，複数の情報源

間で記事を比較するといった行動は，一定のパ

ターンとして出現した。パスファインダー等の情

報探索支援ツールにおいて，このような情報要求

場面に応じた情報源を取り上げることが有効と考

えられる。

情報源としてのブログの存在感が増しているこ

とも確認された。総務省の調査報告によれば，若

年層になるほど，ブログなど個人の主観が含ま

れる情報源であっても，テレビや新聞等の他の

メディアと同様に考えて信用しやすい傾向にあ

る 1）。利用者が自ら発信する情報が増加する中，

今後は，情報源としてのブログの評価の問題を取

り上げていくことも必要であろう。

利用者自身が，探索目標を主体的に設計するこ

とは重要である。サーチエンジン，OPAC等，検

索システムの特質に応じた検索語の設定，主題階

層にもとづく探索方法を利用者に提示すること

は有効だと考えられる。たとえば，OPAC検索で

「フロン」に関する文献を探す際，何も検索され

ない場合は上位語の「大気汚染」「公害」と段階

的に検索語を設定する，書架で「手話法」に関す

る図書を探す際，「障害児教育」の分類が示され
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た書棚を探すなどの例である。また実験では，辞

書を使って語義を調べる，事典を参照するといっ

た行動は，キーワードの設計段階だけでなく，検

索結果や情報の内容を評価する段階に確認されて

いる。検索の各段階で，語義や事象の解説を参照

できるように，電子化された事典・辞書類を組み

込んだ高度な情報検索システムを構築することも

今後の課題となる。

V. ま　と　め

本研究では，短期大学図書館内での電子的・物

理的情報源を対象に，利用者の情報探索行動を実

験的に検討した。そこでは，探索目標を探索の対

象となる情報そのものではなく，目標を探すた

めの条件の集合と定義し，探索条件を構成する

「キーワード」と「情報源」に注目した。

実験の結果，「キーワード」および「情報源」

の明確化条件を操作した被験者グループの行動比

較において，「キーワード」の明確化は検索行動

に影響を及ぼすことが明らかとなった。キーワー

ドの事前課題を行った群は，行わなかった群に比

べて，同じ時間により多くのキーワードを設定し

て実行し，Webに関してはより多くのページを

閲覧した。また情報源の利用行動では，1）電子

的情報源，物理的情報源のいずれにおいても情報

源利用に偏りが見られる，2）探索の対象となる

情報源を変更する行動にパターンが見られる，こ

とが示された。

電子的・物理的情報源が混在する図書館の情報

環境において，利用者の情報探索行動を実証的に

検討した研究の蓄積はまだ少ない。今後は，適切

な情報源への利用者アクセスを支援するシステム

や支援ツールの設計に向けた，図書館のハイブ

リッドな情報環境における利用者の情報探索モデ

ルを構築することが次の課題となる。
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要　　　旨

【目的】本研究では，電子的情報源と物理的情報源が混在した短期大学図書館の日常的な情報環境に

おいて，利用者が実際どのように情報源にアクセスし，情報を評価し，利用しているかについて，実

証的な観点から分析を行うことを目的とした。情報探索においては，問題解決を達成するために必要

とされる情報，またその情報を得るためにどのような情報源を利用するかを明確にすることが必要と

なる。本論では，探索前に，必要とされる情報とそれを得るための情報源を明確にすることが，情報

探索行動にどのような影響を与えるかを分析する。

【方法】短期大学生 44名を被験者に検索実験を行い，図書館内での電子的・物理的情報源の探索過程

を調査した。実験では，被験者にレポート課題を与えた上で，レポート作成に必要となる資料の探索

を求めた。その際，「キーワード」および「情報源」を探索前に意識させる事前課題の有無により，

条件を操作した被験者グループを設定した。検証点は，1）情報源利用の行動特徴とパターン，2）探

索前に「キーワード」と「情報源」を明確にした群としない群の行動比較，の 2点であった。分析に

際し，筆者らの先行研究における情報探索行動調査の結果との比較を用いて分析の一助とした。

【結果】「キーワード」と「情報源」を明確にした群としない群の行動比較において，「キーワード」

の明確化は，検索行動に影響を及ぼすことが明らかとなった。事前課題によりキーワードの明確化

を行った群は，行わなかった群に比べて，同じ時間により多くのキーワードを設定して実行し，Web

に関してはより多くのページを閲覧した。情報源の利用行動では，1）電子的情報源・物理的情報源

のいずれにおいても利用に偏りが見られること，2）探索の対象を変更する行動にパターンが見られ

ること，が示された。


